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れてきた。測地学審議会のもとに 1974 年から進められてきた火山噴火予知計画は 2008
年度で終了し、2009 年度からは地震予知計画と一体化した「地震及び火山噴火予知のため





































析能力が向上し、従来は 4 年以上かかっていたヒトゲノムの解析を 15 日から1ヶ月で完了できる。今後
さらなる改良が見込まれている。ゲノム解析が短期間かつ低コストで行えるようになれば、個人のゲノム
の変異や多型といったゲノム情報を明らかにすることにより、各個人に最も適切な医療を施す、いわゆる























析が進行中である。2008 年 4 月および 11 月には、
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加算する手順の 2 段階で画像再構成する（図表 1）。
　実験は、視野角約 1 度を基本単位 : ピクセルとし











































1)　「情報処理教育カリキュラムの動向と課題」、科学技術動向、No.39、2004 年 6 月号
2)　JABEE ホームページ：http://www.jabee.org/
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認定機構（JABEE：Japan Accreditation Board for 
Engineering Education）がこの役割を担ってきた。
日本の JABEE は、2005 年 6月に非英語圏としては、
初めてワシントン・アコ ドーに加盟した。以来 2006 年
度までに大学工学部や工業高等専門学校の教育プログ
















（Association for Computing Machinery） が定義す
る次の5つの分野を軸に設定されるのが一般的である。
　CS　(Computer Science) コンピュー タ科学




























7Science & Technology Trends   January  2009
トピックス 4　大気中の主要温室効果ガス濃度が過去最高値を更新
　2008 年 11 月 25 日、世界気象機関による温室効果ガス年報第 4 号が発表された。これによると、
2007 年は、代表的な温室効果ガスである CO2、メタン、N2O の世界平均濃度が過去最高となった。
中でもメタン濃度は、最近の10 年はほぼ横這いで推移していたが、2007 年は再び高い増加量を示し、
過去最高だった 2003 年を大きく上回った。一方、CO2、N2O 濃度は単調増加傾向が変わらず、過去
最高値となった。この年報は、世界気象機関全球大気監視のネットワークにより世界各地で観測され






 環境分野	 TOPICS	 Environmental Science
　2008 年 11 月 25 日、 世 界 気 象 機 関（World 
Meteorological Organization：WMO）による温室効








2005 年から毎年発表されている。第 4 号は、気候変

























地上観測 航空機 船舶 温室効果ガス比較観測所






































ツ波 (THz 波 ) と言われる遠赤外線を使うことにより得られるが、これまでは半導体デバイスの分析
に必要な空間分解能は実現できていなかった。ドイツのマックスプランク研究所の研究グループは、
2.54THz( 波長 118μm) の THz 波を用いて発生させた約 30nm の領域に局在する近接場光を使用し、




1)　Huber, A. J. et al., “Terahertz Near-Field Nanoscopy of Mobile Carriers in Single Semiconductor Nanodevices” Nano 
Lett. vol.8, 3766–3770 (2008)
出典：参考文献 1）
トランジスタのTEM像、IR像とTHz像
	ナノテク・材料分野	 TOPICS	 NanoTechnology & Materials
　テラヘルツ波 (THz 波 ) とは、振動数がおよそ
0.1THz（テラヘルツ）から 10THz の可視光と電波
の間に位置する電磁波である。波長で言えばおよそ



































造を観察し、得られた像 (THz 像 ) を透過電子顕微
鏡像 (TEM 像 ) や波長 11μm の赤外線像 (IR 像 ) と




















































長の1/3000 に相当する 40nm の空間分解能が確認され
た。 








１） Huber, A. J. et al., “Terahertz Near-Field Nanoscopy of Mobile Carriers in Single Semiconductor Nanodevices” Nano Lett. 
vol.8, 3766–3770 (2008) 
a) TEM 像：破線はソ スーとドレイン電極（NiSi）下部の
高濃度ド プー部を示す
b) IR 像：電極部は明瞭に観測できている
c) THz 像：電極部と共に電極下の高濃度にド プーされた
部分も観測できている
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省エネルギーに寄与する照明の効率化技術






 Hf 形蛍光ランプ (45W)
 一般白色蛍光ランプ (36W)
 電球形蛍光ランプ (25W)




























































































































































































































    予測）
直管形     
環形     







































































































































































光ランプ照明器具の 4 ～ 6 倍であ
る。初期投資が高くても、電球形
蛍光ランプ器具と高効率型 LED 器















































































年後と考えられている。2015 年頃には代表的な HID ランプであるメタルハライドランプや現在最も
高効率な蛍光ランプである Hf 形の発光効率も追い越す見通しである。 
ここで LED 照明器具の導入効果の可能性を定量的に示すため、次の(a)～(c)の仮定を置いたう20 




表 6 の対策実施後とした。 25 





























































































電力消費量は 1990 年から 2010













































   
（高効率型）    





































































    予測
蛍光ランプ     
ランプ     
白熱・ハロゲン電球     
計     
平均総合効率     












































































図表 11 タスク・アンビエント照明の概念図 
 





























※ TAL（Task and Ambient Lighting の略記）















































































































































































































6)　Robin Devonshire、「Environmental Pressures on Lighting: How is the Technology Responding?」、 松下テクニカル






















































































































































































































































































































































































































































































































　第 2 次（1979 ～ 1983）
・対象火山を「特に活動的な火山」と「その他の火山」に分類
・予知手法の開発、基礎研究の推進および火山噴火予知体制の強化
　第 3 次（1984 ～ 1988）
・火山の特性を踏まえたきめの細かい観測研究の拡充強化
・予知手法等の開発、火山噴火機構の基礎的研究等を推進




　第 5 次（1994 ～ 1998）
・マグマの把握を目指して、火山体の構造把握のための観測研究を実施
・マグマの活動や噴火現象に関連した幅広い基礎研究と新しい予知手法の開発を推進





















































































































































































































































































(World Organization of Volcano 























































































































































　富士山では 2000 年 10 月から
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21)　2008 年 12 月 8 日　朝日新聞
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http://www.gsj.jp/GDB/openfile/files/no0470/0470-4.pdf













科 学 技 術 動 向　2009年 1月号
34
科学技術動向研究センターのご紹介
　2001 年 1 月より内閣府総合科学技術会議が設置され、従来以上に戦略性を重視する政
策立案が検討されています。科学技術政策研究所では、戦略策定に不可欠な重要科学技術
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